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(57)【要約】
【課題】より簡易な構成で構築可能で、そのため低コス
トで患者の取違え等の医療ミスを防止可能な患者取違防
止システムを提供する。
【解決手段】予め患者の顔を撮像し、顔認証用元データ
を取得する顔認証用元データ取得手段と、患者に係る情
報と顔認証用元データとを関連付けて登録する登録手段
と、顔認証用元データに対応する情報コードを生成する
情報コード生成手段と、情報コードを出力する情報コー
ド出力手段と、人の顔を認識可能な携帯端末とを備え、
携帯端末は、情報コード読取部と、情報コードに対応す
る顔認証用元データを生成する顔認証用元データ生成部
と、人の顔画像データの特徴を抽出し、その抽出された
特徴に対応するデータを含む顔認証用データを取得する
顔認証用データ取得部と、顔認証用データと顔認証用元
データとを照合する照合部とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
予め患者の顔を撮像して得られる顔画像データの特徴を抽出し、その抽出された特徴に対
応するデータを含む顔認証用元データを取得する顔認証用元データ取得手段と、
前記患者に係る情報と前記顔認証用元データとを関連付けて登録する登録手段と、
前記顔認証用元データに対応する情報コードを生成する情報コード生成手段と、
前記情報コードを出力する情報コード出力手段と、
撮像部を有する携帯端末であり、前記撮像部で撮像される画像から人の顔を認識可能な携
帯端末と、を備え、
前記携帯端末は、
前記情報コードを読み取る情報コード読取部と、
前記情報コードに対応する前記顔認証用元データを生成する顔認証用元データ生成部と、
前記撮像部を介して得られる人の顔画像データの特徴を抽出し、その抽出された特徴に対
応するデータを含む顔認証用データを取得する顔認証用データ取得部と、
前記顔認証用データと前記顔認証用元データとを照合する照合部とを含むことを特徴とす
る患者取違防止システム。
【請求項２】
前記携帯端末は、眼鏡型ウェアラブル端末からなることを特徴とする請求項１記載の患者
取違防止システム。
【請求項３】
前記携帯端末は、前記照合部による照合結果を表示する表示部を含むことを特徴とする請
求項１又は２記載の患者取違防止システム。
【請求項４】
前記情報コードは、２次元バーコードよりなることを特徴とする請求項１～３のいずれか
に記載の患者取違防止システム。
【請求項５】
前記情報コード出力手段は、前記２次元バーコードを印字するバーコードプリンタを含む
ことを特徴とする請求項４記載の患者取違防止システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療行為の対象となる患者の取違え等の人為的ミスによる医療事故を未然に
防止するための患者取違防止システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、医師の処方箋に基づいて薬剤を払出し、薬剤を薬袋に入れ、例えば患者を担当する
看護師や介護者に渡すことがよく行われる。その薬袋には患者の氏名等が記載されており
、受け取った看護師等がその氏名を確認してその患者に投与する行為が行われている。こ
の薬剤の投与は、処方箋に従い適切に行われる必要があるが、往々にして、前述の様に人
為的な確認に依存していたため、例えば患者の取違え等のミスにより、誤った薬剤を患者
に投与するケースが後を絶たない。
【０００３】
そのため、患者の取違え等に起因する医療ミスを未然に防止するためのシステムについて
多くの提案がされている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１８１３０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
特許文献１には、医療機関において入院中の患者に投薬するための患者コ－ド番号のバ－
コ－ドラベルを貼り付けた、および患者の詳細情報が書き込まれたＩＣタグを埋め込んだ
患者固有の投薬箱あるいは投薬袋を発行する手段と、投薬箱または投薬袋に貼り付けたバ
－コ－ドおよびＩＣタグデ－タを読み取る手段と、患者に投薬する際に読み取った投薬箱
あるいは投薬袋に貼り付けたバ－コ－ドあるいはＩＣタグデ－タと患者の腕あるいは足に
装着した患者認証パッドの読み取りデ－タとを比較照合して患者本人の薬剤であるかの一
致性を検証する手段を有する医療ミス防止システムが開示されている。
【０００６】
特許文献１の医療ミス防止システムによれば、それぞれの患者毎にＩＣタグを準備する必
要があるため、システム構築のためのコストが高くなる虞がある。しかも、例えばＩＣタ
グに書き込まれた患者情報が変化しない等のために、高信頼性を有するＩＣタグを必要と
される場合等には、更にシステム構築コストが上がる虞があるという問題があった。
【０００７】
そこで、本発明は、上記従来の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、より簡易
に構築可能でそのため低コストで患者の取違え等の医療ミスを防止可能な患者取違防止シ
ステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、予め患者の顔を撮像して得られる顔画像データの特徴を抽出し、そ
の抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用元データを取得する顔認証用元データ
取得手段と、前記患者に係る情報と前記顔認証用元データとを関連付けて登録する登録手
段と、前記顔認証用元データに対応する情報コードを生成する情報コード生成手段と、前
記情報コードを出力する情報コード出力手段と、撮像部を有する携帯端末であり、前記撮
像部で撮像される画像から人の顔を認識可能な携帯端末と、を備え、前記携帯端末は、前
記情報コードを読み取る情報コード読取部と、前記情報コードに対応する前記顔認証用元
データを生成する顔認証用元データ生成部と、前記撮像部を介して得られる人の顔画像デ
ータの特徴を抽出し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用データを取得
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する顔認証用データ取得部と、前記顔認証用データと前記顔認証用元データとを照合する
照合部とを含む、患者取違防止システムである。
【０００９】
請求項２の発明は、請求項１記載の患者取違防止システムにおいて、前記携帯端末は、眼
鏡型ウェアラブル端末からなることを特徴とする。
【００１０】
請求項３の発明は、請求項１又は２記載の患者取違防止システムにおいて、前記携帯端末
は、前記照合部による照合結果を表示する表示部を含むことを特徴とする。
【００１１】
請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の患者取違防止システムにおいて、前
記情報コードは、２次元バーコードよりなることを特徴とする。
【００１２】
請求項５の発明は、請求項４記載の患者取違防止システムにおいて、前記情報コード出力
手段は、前記２次元バーコードを印字するバーコードプリンタを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
本発明によれば、予め患者の顔を撮像して得られる顔画像データの特徴を抽出し、その抽
出された特徴に対応するデータを含む顔認証用元データを取得する顔認証用元データ取得
手段と、前記患者に係る情報と前記顔認証用元データとを関連付けて登録する登録手段と
、前記顔認証用元データに対応する情報コードを生成する情報コード生成手段と、前記情
報コードを出力する情報コード出力手段と、撮像部を有する携帯端末であり、前記撮像部
で撮像される画像から人の顔を認識可能な携帯端末と、を備え、前記携帯端末は、前記情
報コードを読み取る情報コード読取部と、前記情報コードに対応する前記顔認証用元デー
タを生成する顔認証用元データ生成部と、前記撮像部を介して得られる人の顔画像データ
の特徴を抽出し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用データを取得する
顔認証用データ取得部と、前記顔認証用データと前記顔認証用元データとを照合する照合
部とを含む構成であるから、例えば情報コード出力手段を介して出力された情報コードを
配薬される薬包等に表示さえすれば、配薬する担当者は、携帯端末で情報コードを読取る
とともに、患者の顔を撮像することで、予め登録された顔認証用元データと、配薬対象の
患者の顔認証用データとを容易に照合できるので、より簡易に構築可能でそのため低コス
トで患者の取違え等の医療ミスを防止可能な患者取違防止システムを提供できる。また、
このような患者取違防止システムとして、例えば顔認証用元データを記憶したサーバを有
するシステムと、携帯端末とをネットワークで接続し、携帯端末から顔認証用元データを
読取るシステム等が考えられるが、本発明によれば、そのような大がかりなシステムを用
いることなく、情報コードが表示された薬包等を介して、容易に照合できる。
【００１４】
また、前記携帯端末は、眼鏡型ウェアラブル端末からなる構成であるから、例えば配薬す
る患者を確認する際に、頭部に装着した状態で患者を視認することで確認できるので、業
務多忙な現場の担当者にとって利便性が高まる。
【００１５】
また、前記携帯端末は、前記照合部の照合結果を表示する表示部を備える構成であるから
、担当者は、例えば表示部を介して照合結果を容易に確認しつつ配薬できるので、患者の
取違えを更に防止できる。
【００１６】
また、前記情報コードは、２次元バーコードよりなる構成であるから、汎用性の高い患者
取違防止システムを提供できる。
【００１７】
また、前記情報コード出力手段は、前記２次元バーコードを印字するバーコードプリンタ
を含む構成であるから、例えばバーコードプリンタで２次元バーコードが印字された２次
元バーコードシールを、配薬される薬包に貼付することで、配薬される薬包と、当該薬包
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の配薬対象となる患者との対応を確実に行うことができ、更にミス防止に好適な患者取違
防止システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る患者取違防止システムを説明する全体概略構成図である
。
【図２】本発明の実施形態に係る薬包の説明図である。
【図３】本発明の実施形態に係る患者取違防止システムにおける処理例を説明するフロー
チャートである。
【図４】本発明の実施形態に係る患者取違防止システムにおける処理例を説明するフロー
チャートである。
【図５】本発明の実施形態に係る患者取違防止システムにおける処理例を説明するフロー
チャートである。
【図６】本発明の実施形態に係る表示例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
以下、本発明の実施形態について図を用いて説明する。
本実施形態の患者取違防止システムは、予め患者の顔を撮像して得られる顔画像データの
特徴を抽出し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用元データを取得する
顔認証用元データ取得手段と、前記患者に係る情報と前記顔認証用元データとを関連付け
て登録する登録手段と、前記顔認証用元データに対応する情報コードを生成する情報コー
ド生成手段と、前記情報コードを出力する情報コード出力手段と、撮像部を有する携帯端
末であり、前記撮像部で撮像される画像から人の顔を認識可能な携帯端末と、を備え、前
記携帯端末は、前記情報コードを読み取る情報コード読取部と、前記情報コードに対応す
る前記顔認証用元データを生成する顔認証用元データ生成部と、前記撮像部を介して得ら
れる人の顔画像データの特徴を抽出し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認
証用データを取得する顔認証用データ取得部と、前記顔認証用データと前記顔認証用元デ
ータとを照合する照合部とを含み、医療行為の対象となる患者を取り違えることを防止す
るシステムである。
【００２０】
以下の説明において、「医療行為の対象となる患者」は、広く解釈することができ、例え
ば、処方箋に従って配薬する患者、病棟から手術室に移送する患者或いは、手術室で受け
入れる患者等を意味する。
【００２１】
また、以下の説明において、情報コードは、２次元バーコードを例にとって説明するが、
情報コードは２次元バーコードに限るものではなく、例えば１次元バーコードやカラーコ
ード等の様に、光学的に読取可能なコード或いはパターンであっても良い。
【００２２】
本実施形態の患者取違防止システム１０は、図１に示す様に、情報コード出力システム１
２と、携帯端末１４とを有する。
本実施形態の情報コード出力システム１２は、図１に示すように、サーバ１６、カメラ付
端末１８、情報コード出力部２０、入力部２２等を備える。
【００２３】
次に、サーバ１６は、公知のパソコン等を用いることができ、図１に示すように、制御部
２４、記憶部２６等を備える。
【００２４】
次に、制御部２４は、図示しないＣＰＵ、ワーキングメモリを備えており、図１に示すよ
うに、記憶部２６、カメラ付端末１８、情報コード出力部２０、入力部２２等に通信可能
に接続される。
【００２５】
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次に、記憶部２６は、公知のハードディスクで形成され、患者情報データベース２８等が
記憶される。
患者情報データベース２８は、患者の氏名、生年月日、性別等の個人情報や、患者の保険
者番号、患者識別ＩＤ等の患者識別情報を含むが、これらの情報は、患者毎に関連付けら
れている。また、顔認証用データベース３０、薬剤データベース３２については後述する
。
【００２６】
次に、カメラ付端末１８は、例えばカメラ機能を有するタブレット端末で形成される。従
って、カメラ付端末１８を介して患者の顔を撮像するとともに、患者の個人情報や患者識
別情報を入力できる。
また、入力部２２は、公知のキーボードやマウスで形成される。
【００２７】
次に、情報コード出力部２０は、情報コードとしての２次元バーコードをシールに印字可
能な公知のバーコードプリンタ或いはラベルプリンタで形成される。そして、情報コード
出力部２０は、図２に示す様に、２次元バーコードが印字された２次元バーコードシール
５３を出力する。図２の例では、薬包５２に２次元バーコードシール５３が貼付された様
子を示すが、貼付されるのは薬包５２に限るものではなく、カルテや手術箋等であっても
良い。
【００２８】
このように構成される情報コード出力システム１２は、制御部２４が、例えばカメラ付端
末１８からの入力信号の処理、記憶部２６へのデータの書込み処理、情報コードの生成処
理、情報コード出力部２０の出力処理をコントロールする。
【００２９】
次に、携帯端末１４は、図１に示す様に、例えば担当者の頭部に装着可能な眼鏡型ウェア
ラブル端末１５で形成され、ウェアラブル本体３６と、表示部４０等を備える。
ウェアラブル本体３６は、マイクロプロセッサ（図示しない）やメモリ等が搭載されると
ともに、情報コード読取部３４や撮像部３８を備える。
なお、携帯端末は、本実施形態の眼鏡型ウェアラブル端末１５に限るものではなく、持運
び容易なタブレット端末、或いはヘッドマウントディスプレイ等であっても良い。
【００３０】
次に、本実施形態の情報コード読取部３４は、公知の２次元バーコードリーダで形成され
る。そして、後述するように、例えば前記マイクロプロセッサからの指示により薬包に貼
付された２次元バーコードを読取る。情報コード読取部は、上述の２次元バーコードロー
ダに限らず、情報コードの種類に応じて読取機能を発揮するものであれば、例えば１次元
バーコードリーダ、パターン読取器等であってもよい。
【００３１】
また、撮像部３８は、例えばイメージセンサやＣＰＵを搭載したデジタルカメラを含み、
撮像した画像から人の顔を認識させるソフトウェアがインストールされて形成される。そ
そして、撮像部３８の撮像領域は、人が眼鏡型ウェアラブル端末１５を装着した状態で、
装着者の目で略視認可能な範囲に調整される。
また、ウェアラブル本体３６は、例えば情報コード読取部３４や撮像部３８を作動させる
作動信号等の各種信号を、マイクロプロセッサに送信する操作ボタン（図示しない）を備
える。
【００３２】
次に、表示部４０は、図１に示す様に、透過型のディスプレイで形成される。そして、表
示部４０は、図１に示す様に、装着したユーザの目の前方に位置する様に配置され、前記
マイクロプロセッサの指示により、撮像部３８による撮像画像を表示し、また後述する照
合情報等をこれに付加して表示する。
【００３３】
以下に、処方箋に従って患者に配薬する行為を例にとって患者取違防止システム１０のフ
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ローについて説明する。
［初期登録フロー例］
まず、例えば病院の受付等の担当者が、予め患者の情報を登録する際のフロー例について
、図３を用いて説明する。
ステップＳ１０において、受付担当者がカメラ付端末１８としてのタブレット端末を介し
て、患者の氏名等の個人情報や、保険者番号等の患者識別ＩＤを患者に係る情報として入
力する。
カメラ付端末１８からこれらの患者に係る情報を受信した制御部２４は、上述した患者情
報データベース２８としてこれらの情報を記憶部２６に登録し、処理をステップＳ１２に
移す。
【００３４】
次に、ステップＳ１２において、受付担当者がカメラ付端末１８で患者の顔を撮像すると
、制御部２４は、カメラ付端末１８から、患者の顔画像データを受信し、処理をステップ
Ｓ１４に移す。
【００３５】
次に、ステップＳ１４において、制御部２４は、その顔画像データの特徴を抽出する。具
体的には、前記顔画像データから、顔の傾きや位置を検出し、基準点から眼の中心までの
距離、唇の端の位置までの距離、眼の中心間の距離等を計測する。そして、制御部２４は
、これらの距離データ等を、抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用元データと
する。
そして、制御部２４は、顔認証用元データをその患者に係る情報と関連付けて顔認証用デ
ータベース３０として記憶部２６に登録し、処理を終了する。
このように、制御部２４は、予め患者の顔を撮像して得られる顔画像データの特徴を抽出
し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用元データを取得する顔認証用元
データ取得手段として機能する構成となっているのである。
また、制御部２４と記憶部２６は、前記患者に係る情報と前記顔認証用元データとを関連
付けて登録する登録手段として機能する構成となっているのである。
【００３６】
［情報コード出力フロー例］
次に、例えば病院の調剤薬局等において行われる２次元バーコードシール５３の貼付に伴
って行われる処理フロー例について、図４を用いて説明する。
まず、処方箋が調剤薬局に渡ると、担当者は、処方箋に従って調剤し、図１及び図２に示
す様に、薬包５２に薬剤を封入する。そして、担当者は、入力部２２から患者である例え
ばＡさんの個人情報、識別情報、調剤した薬剤名、数量等を入力する。
【００３７】
次に、ステップＳ１６において、制御部２４は、入力部２２から、患者の個人情報、識別
情報、調剤した薬剤名、数量等が入力されると、これらの情報を関連付け、薬剤データベ
ース３２として記憶部２６に登録し、処理をステップＳ１８に移す。
次に、ステップＳ１８において、制御部２４は、患者の個人情報や識別情報に基づいて、
顔認証用データベース３０を検索し、Ａさんの顔認証用元データを抽出し、処理をステッ
プＳ２０に移す。
次に、ステップＳ２０において、制御部２４は、上述したＡさんの顔認証用元データに対
応する情報コードとしての２次元バーコードを生成し、処理をステップＳ２２に移す。
このように、制御部２４は、前記顔認証用元データに対応する情報コードを生成する情報
コード生成手段として機能するのである。
【００３８】
次に、ステップＳ２２において、制御部２４は、上記のように生成した２次元バーコード
を、情報コード出力部２０に送信し、情報コード出力部２０は、当該２次元バーコードが
印字された２次元バーコードシール５３を出力し、処理を終了する。
このように、制御部２４及び情報コード出力部２０は、２次元バーコード（情報コードの
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一例）を出力する情報コード出力手段として機能するのである。
その後、上述した調剤薬局の担当者は、図１及び図２に示す様に、２次元バーコードシー
ル５３を薬包５２に貼付し、薬剤を受け取りに来た看護師或いは介護者等に渡す。
【００３９】
［患者照合フロー例］
次に、例えば病院の病棟或いは家庭等の介護現場での配薬の際に実行される、患者照合の
フロー例について、図５及び図６を用いて説明する。
まず、配薬担当者は、図１に示す眼鏡型ウェアラブル端末１５を各自の頭部に装着し、２
次元バーコードシール５３を視認しつつ、情報コード読取部３４を作働させる操作ボタン
（図示しない）を操作する。
そうすると、ステップＳ２４で、上述したマイクロプロセッサは、情報コード読取部３４
を作動させ、図２に示す２次元バーコードシール５３を読取らせて、処理をステップＳ２
６に移す。
【００４０】
次に、ステップＳ２６において、前記マイクロプロセッサは、読取った２次元バーコード
に対応する顔認証用元データを生成し、上述したメモリに一旦、記憶させる。
このように、本実施形態のウェアラブル本体３６は、読取った情報コード（２次元バーコ
ード）に対応する顔認証用元データを生成する顔認証用元データ生成部として機能する。
そして、図１及び図６に示す様に、担当者が、眼鏡型ウェアラブル端末１５を装着してＡ
さん及びＢさんをその視野に入れると、撮像部３８で撮像されるＡさん及びＢさんの顔が
表示部４０に表示される。次に、担当者は、配薬対象となる患者を照合するためのボタン
（図示しない）を操作する。
そうすると、ステップＳ２８において、前記マイクロプロセッサは、Ａさん及びＢさんの
顔画像データを撮像部３８から取得し、処理をステップＳ３０に進める。
【００４１】
次に、ステップＳ３０において、前記マイクロプロセッサは、Ａさん及びＢさんの顔画像
データの特徴をそれぞれ抽出し、その特徴に対応する顔特徴データを含む顔認証用データ
を取得し、処理をステップＳ３２に進める。
このように、ウェアラブル本体３６は、撮像部３８を介して得られる人の顔画像データの
特徴を抽出し、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用データを取得する顔
認証用データ取得部として機能する。
【００４２】
次に、ステップＳ３２において、前記マイクロプロセッサは、ステップＳ２６で生成した
顔認証用元データと、ステップＳ３０で取得した顔認証用データとを照合し、両者が所定
の確率で一致する場合、処理をステップＳ３４に移し、一致しない場合、処理をステップ
Ｓ２８に移す。
このように、ウェアラブル本体３６は、ステップＳ３０で取得した顔認証用データと前記
顔認証用元データとを照合する照合部として機能する。
【００４３】
次に、ステップＳ３４において、前記マイクロプロセッサは、照合結果を表示部４０に表
示し、処理を終了する。
図６に、表示部４０に表示される照合結果の表示例を示す。図６の例では、照合結果の表
示例として、配薬の対象となる患者「Ａさん」の顔を囲繞する矩形状のマーク５４や「Ａ
さん」の個人情報５６が表示されている。
【００４４】
この様に、携帯端末１４としての眼鏡型ウェアラブル端末１５は、前記情報コードを読み
取る情報コード読取部と、前記情報コードに対応する前記顔認証用元データを生成する顔
認証用元データ生成部と、前記撮像部を介して得られる人の顔画像データの特徴を抽出し
、その抽出された特徴に対応するデータを含む顔認証用データを取得する顔認証用データ
取得部と、前記顔認証用データと前記顔認証用元データとを照合する照合部とを含む構成
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【００４５】
以上の患者取違防止システム１０について、主に処方箋に従って患者に配薬する行為を例
にとって説明したが、例えば手術室で患者を受け入れる際に患者取違防止システム１０を
利用しても良い。その際は、手術の対象となる患者の顔認証用元データに基づいて生成し
た情報コードを、手術箋或いは手術伝票に印字し、手術室で患者の受け入れを担当する担
当者が、携帯端末１４を用いて患者の顔を撮像し、情報コードを読取り、これらを照合し
ても良い。
【００４６】
これまで説明してきた様に、本実施形態の患者取違防止システム１０によれば、ＩＣタグ
等も必要とせずより簡易に構築可能で、そのため低コストで患者の取違え等の医療ミスを
防止可能な患者取違防止システムを提供できる。
また、本実施形態の患者取違防止システム１０によれば、情報コード出力システム１２と
携帯端末１４とを接続するシステムも不要になるため、より簡易に構築可能で、そのため
低コストで患者の取違え等の医療ミスを防止可能な患者取違防止システムを提供できる。
さらに、本実施形態の患者取違防止システム１０によれば、眼鏡型ウェアラブル端末１５
を頭部に装着した状態で、医療行為の対象となる患者の確認を行うことができるので、業
務多忙の現場の担当者にとっては、両手を使える等の利便性の高い患者取違防止システム
を提供できる。
【００４７】
　以上、本発明の実施形態のうちのいくつかを図面に基づいて詳細に説明したが、これら
はあくまでも例示であり、当業者の知識に基づいて種々の変形、改良を施した他の形態で
本発明を実施することが可能である。
【符号の説明】
【００４８】
１０　患者取違防止システム
１４　携帯端末
１５　眼鏡型ウェアラブル端末
１８　カメラ付端末（顔認証用元データ取得手段）
２０　情報コード出力部（情報コード出力手段、バーコードプリンタ）
２４　制御部（顔認証用元データ取得手段，登録手段，情報コード生成手段，情報コード
出力手段）
２６　記憶部（登録手段）
３４　情報コード読取部
３６　ウェアラブル本体（顔認証用元データ生成部，顔認証用データ取得部，照合部）
３８　撮像部
４０　表示部
５３　２次元バーコードシール
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